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科学技術の新たな可能性を見いだすために

豊田工業大学の研究・教育センタ ー

本学では機械システム ・ 電子情報 ・ 物質工学を専門とする研

究室を設け、それぞれの分野における先端的な研究を通して

学術基盤の深化を進めています。これと並行して、分野の異

なる研究室間の連携を促す4つの研究センターを設置。また、

教育 ・ 研究の両機能を併せ 持つ人文社会科学系 ・ 教養教育

系の次世代文明センターも開設しています。

専門的かつ

学際的な

4分野の研究室

機械システム分野 電子情報分野 物質工学分野 一般教育分野 各研究室の

熱エネルギー工学／流体工学 半導体／電子デバイス 光機能物質／フロンティア材料 人文科学（哲学）／外国語（英語） 紹介サイト

固体力学／設計工学／機械創成 レーザ科学／情報記録工学 エネルギー材料／理論物理学 健康・体力
マイクロメカトロニクス 電磁システム／制御システム 数理物理学／量子界面物性 総合惜母Lンター（情報技術研究室）

胴歳極婿材料プロセス 知能数理／知能情報メディア 表面科学／高分子化学 ものづくりの科学教育センター

総合研究教育ユニット 情報通信 触媒有機化学／機能セラミックス （ものづくりの科学研究室）

世界を牽引する研究プロジェクト

1t_NEDO:言言ー・産業技術総合開発機構

太陽光発電主力電源化推進技術開発／太陽光発電の新市場創造
技術開発／移動体用太陽電池の研究開発（超高効率モジュール技術開発）
●2020年度開始

脱炭素社会に向け高効率かつ

低コストな太陽電池が走り出す。 鸞
窟
魯

自動車が排出する膨大なCO2を削減するには、ガソリン

エンジンを電気モーターに置き換えるだけでは不十分です。

そこで、電気自動車に高性能の太陽電池を搭載して電力

を自給自足させるという研究プロジェクトに複数の大学や

企業と共同で取り組んでいます。人工衛星でも使われる

高効率の〈皿V族化合物半導体〉と広く一般に利用され

ている結晶シリコンを積層したタンデム型太陽電池を

開発するなど、持続可能な社会の実現に向け、新しい価値

の創造に絶えず挑戦しています。

研究開発責任者
教るリく下祥雄

底）科学技術振興機構 <ニコ之正文ジr

国立研究開発法人科学技術振興磯構 (JST)

戦略的創造研究推進事業 (CREST)

異常電子熱伝導度と異常格子熱伝導度の制御
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当研究プロジェクトでは、熱流に関する基礎研究

とこれを応用した熱利用素子の創成に、国内5大

学が連携して取り組んでいます。その 一つが 、電

場をかけることにより熱を伝え たり止めたりでき

る〈熱スイッチ素子〉。また、高性能の〈熱電発

電素子〉も当プロジェクトのターゲット。熱機関の

発電効率の理論限界に近い性能を持つ素子の

開発を目指しています。

全）科学技術振興機構 <ニコ<圧文=夏‘

国立研究開発法人科学技術振興機構 (JST)

戦略的創造研究推進事業 (CREST)

超短赤外パルス光源を用いた顕微イメ ー ジング装置の
開発と生命科学への応用●2017~2022年度

わずか100兆分の1秒。

最新鋭のレ ー ザー 技術が

生命科学を前進させる。

世界にまだ存在しないレーザーの光源開発に取り

組んでいます。その一つが〈超短赤外パルス〉。既

に、10フェムト秒(10隅分の1秒）という極度に短い

時間だけ光る赤外パルス光源の開発に成功し

ており、本プロジェクトでは超短赤外パルス光源を

応用し、生命科学分野に貢献する顕微イメ ージン

グ装置の開発を目指しています。


